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           道立江差高等看護学院           資料２ 

学院生活・ハラスメントに関する学生アンケート結果（５月） 

 

 実施時期 令和４年５月２３日～２９日 

 対  象 全学生 

 回答方法 申請フォームにより各自スマートフォンで回答（無記名） 

 

１ 回答率（目標：１００％） 

月 ５月 

回答数 ２９人（７８％） 

 

２ 学院生活の満足度（目標：楽しい・まあまあ楽しいが増加） 

月 ５月 

【1】学院生活が充実している（楽しい・まあまあ楽しい） １９人（６５％） 

 

３ 自己肯定感（目標：ポジティブな回答が増加） 

月 ５月 

【2】自分自身に満足しているか 

（そう思う、どちらかと言えばそう思う） 

１４（４８％） 

【3】自分が役に立たないと感じるか 

（どちらかと言えばそう思わない、そう思わない） 

１３（４５％） 

【4】今の自分が好きか（そう思う、どちらかと言えばそう思う） １２（４１％） 

 

４ ハラスメント（目標：すべて「ない」） 

月 ５月 

【5】言葉の暴力と言えるようなひどい非難叱責を受けた ない 

【6】事実無根のうわさを流された ない 

【7】私生活に勧奨するようなことを言われたりされた たまにある１ 

【8】教育・研究とは関係ないと思われる私的な用件を命じられた ない 

【9】非常識な時間に実験や研究を命じられたり呼び出されたりした ない 

【10】学業・研究・業務等を妨害するような言動を受けた ない 

【11】学業・研究・業務等に関して自分だけ不当な扱いを受けた ない 

【12】容姿・年齢・交友関係等に関して、執拗に聞かれたり、話題に

されたりした 

ない 

  

◆どのような対応をしたか  相談しなかった 

◆相談しなかった理由    比較的軽微な被害だったので我慢した 

一過性だと思えたから  

 ※学内で結果を共有しハラスメント研修実施済 
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５ ハラスメント相談員の周知（目標：「知っている」が１００％） 

月 ５月 

【17】ハラスメント相談員を知っている ２１人（７２％） 

 ※アンケートフォーム入力後にハラスメント相談員が周知されるよう設定 

 

６ 自由記載 

区分 意見 

（１）ハラスメ

ント 

・特にハラスメント等は改善されたと感じます。 

（２）指導 ・去年の夏頃まではダメなところをとても責められ、自分はどこがいい

のかわからなくなっていましたが、実習を通して、勿論ダメな所も指摘

しますが、解決策を探してくれたり、いい所を褒めてくれるので自分を

見失わずにすんでいます。 

・教員１人に負担が集中しているのか、その教員にやるべき事が多く指

導待ちの人がたまり、細かい指導が受けれない。 

・看護過程の指導内容や、実習の記録物の提出の仕方など教員の中で合

わせてください。 

（３）実習 ・できるなら、移動や下宿などにかかる費用の補助が有れば、実習に集

中できると思います。 

・実習の宿泊先を生徒が決めるのではなく、学院側が決めて欲しいです。 

・実習の際の宿泊先を学院の方で決めてほしいです。 

・下宿先に荷物運ぶのが遠方組は困難なのでどこに頼めばいいかなどの

選択肢を与えてほしいです。(出来れば) 

・実習先が函館の場合、宿泊できる場所がなかったりするので、学校側

で候補を出してほしい。 

・実習先の下宿や移動手段は学校側で確保してほしい。（遠方からきてい

る人が多いため親が来るのも困難だし、荷物も多いため） 

（４）学習・学

院生活 

・土日も学院を利用出来るようにして欲しい。図書室が利用出来たり、

課外活動を土日でも行えるようにする事でより充実した生活に繋がる

と思いました。 

・空き講義がある時、補習のようなものがあると嬉しい。分からなかっ

たら聞きに来てとは言われるけど、自由に参加できる補習があると参

加しやすいかなと思います。解剖生理学とか、看護方法の技術は授業

だけでは習得出来ないことも多いので、してほしいです。 

（５）役割 ・昼ご飯の時間が決まっているにも関わらず、日直業務で時間がおすと

お昼ご飯を食べる時間が減るので、できればやめて欲しいです。 

・学院に所属する人数が少ないため、学院での個人役割や大掃除が負担

に感じる 

・連絡事項があるときはできるだけ前日に教えてもらいたい。（当日急に

言われると予定してた係の仕事ができなくなったり、寮の集まりやご

飯の時間に遅れるため） 

 


